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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 17年 6月 10日 (2005.6.10)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
　 　 【 請 求 項 １ 】 低 沸 点 酸 の カ ル シ ウ ム 塩 の 濃 厚 溶 液 か ら 低 沸 点 酸 を 回 収 す る 方 法 で あ っ
て ：
　 低 沸 点 酸 の カ ル シ ウ ム 塩 の 濃 厚 溶 液 を 低 分 子 量 第 ３ ア ミ ン 及 び 二 酸 化 炭 素 と 接 触 さ せ 、
　 炭 酸 カ ル シ ウ ム 沈 殿 及 び 低 分 子 量 第 ３ ア ミ ン ／ 酸 錯 体 含 有 液 体 溶 液 を 作 り 、
　 炭 酸 カ ル シ ウ ム 沈 殿 を 水 で 洗 浄 し て 残 留 低 分 子 量 第 ３ ア ミ ン を 除 去 し 、
　 ア ミ ン ／ 酸 錯 体 中 の 低 分 子 量 第 ３ ア ミ ン を 交 換 反 応 に よ り 、 高 分 子 量 第 ３ ア ミ ン で 置 き
換 え 、 そ し て
　 そ の 高 分 子 量 第 ３ ア ミ ン ／ 酸 錯 体 を 熱 的 に 分 解 し 、 非 揮 発 性 高 分 子 量 第 ３ ア ミ ン を 揮 発
性 低 沸 点 酸 か ら 分 離 さ せ る 、
こ と 上 記 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ２ 】 低 分 子 量 第 ３ ア ミ ン が 低 沸 点 酸 の カ ル シ ウ ム 塩 の 濃 厚 溶 液 を 作 る た め の
ア ミ ン 脱 水 工 程 に お い て も 使 用 さ れ る 請 求 項 １ の 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ３ 】 高 分 子 量 第 ３ ア ミ ン ／ 酸 錯 体 を 反 応 性 蒸 発 カ ラ ム 中 で 熱 的 に 破 壊 す る 請
求 項 １ の 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ４ 】 多 段 階 気 化 も し く は 蒸 留 ま た は 両 方 を 用 い て 水 を 除 去 し て か ら 、 高 分 子
量 第 ３ ア ミ ン ／ 酸 錯 体 を 熱 的 に 破 壊 す る 請 求 項 １ の 方 法 。
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　 　 【 請 求 項 ５ 】 塩 沈 殿 を 高 分 子 量 第 ３ ア ミ ン か ら 分 離 し 、 揮 発 性 溶 剤 で 洗 浄 し 、 そ し て
塩 沈 殿 を 乾 燥 し て 揮 発 性 溶 剤 を 除 去 し 、 回 収 さ れ る 洗 浄 流 体 を 蒸 留 を 用 い て 分 離 す る 請 求
項 １ の 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ６ 】 揮 発 性 溶 剤 が 低 分 子 量 ア ミ ン で あ る 請 求 項 ５ の 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ７ 】 同 じ 低 分 子 量 ア ミ ン が ア ミ ン 脱 水 シ ス テ ム で 使 用 さ れ る 請 求 項 ６ の 方 法
。
　 　 【 請 求 項 ８ 】 洗 浄 さ れ た 炭 酸 カ ル シ ウ ム 沈 殿 を さ ら に 乾 燥 し て 残 留 低 分 子 量 第 ３ ア ミ
ン を 除 去 す る 請 求 項 １ の 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ９ 】 低 沸 点 酸 の カ ル シ ウ ム 塩 の 濃 厚 溶 液 か ら 低 沸 点 酸 を 回 収 す る 方 法 で あ っ
て ：
　 低 沸 点 酸 の カ ル シ ウ ム 塩 の 濃 厚 溶 液 を 低 分 子 量 第 ３ ア ミ ン 及 び 二 酸 化 炭 素 と 接 触 さ せ 、
　 炭 酸 カ ル シ ウ ム 沈 殿 及 び 低 分 子 量 第 ３ ア ミ ン ／ 酸 錯 体 含 有 液 体 溶 液 を 作 り 、
　 炭 酸 カ ル シ ウ ム 沈 殿 を 揮 発 性 溶 剤 で 洗 浄 し て 残 留 高 分 子 量 第 ３ ア ミ ン を 除 去 し 、
　 炭 酸 カ ル シ ウ ム 沈 殿 を 乾 燥 し て 残 留 揮 発 性 溶 剤 を 除 去 し 、 そ し て
　 そ の 高 分 子 量 第 ３ ア ミ ン ／ 酸 錯 体 を 熱 的 に 分 解 し 、 非 揮 発 性 高 分 子 量 第 ３ ア ミ ン を 揮 発
性 低 沸 点 酸 か ら 分 離 さ せ る 、
こ と 上 記 方 法 。
　 　 【 請 求 項 １ ０ 】 揮 発 性 溶 剤 が 低 分 子 量 ア ミ ン で あ る 請 求 項 １ ０ の 方 法 。
　 　 【 請 求 項 １ １ 】 低 分 子 量 第 ３ ア ミ ン が 、 低 沸 点 酸 の カ ル シ ウ ム 塩 の 濃 厚 溶 液 を 作 る た
め の ア ミ ン 脱 水 工 程 に お い て も 使 用 さ れ る 請 求 項 １ ０ の 方 法 。
　 　 【 請 求 項 １ ２ 】 高 分 子 量 第 ３ ア ミ ン ／ 酸 錯 体 を 反 応 性 蒸 発 カ ラ ム 中 で 熱 的 に 破 壊 す る
請 求 項 ９ の 方 法 。
　 　 【 請 求 項 １ ３ 】 多 段 階 気 化 も し く は 蒸 留 ま た は 両 方 を 用 い て 水 を 除 去 し て か ら 、 高 分
子 量 第 ３ ア ミ ン ／ 酸 錯 体 を 熱 的 に 破 壊 す る 請 求 項 ９ の 方 法 。
　 　 【 請 求 項 １ ４ 】 塩 沈 殿 を 高 分 子 量 第 ３ ア ミ ン か ら 分 離 し 、 揮 発 性 溶 剤 で 洗 浄 し 、 そ し
て 乾 燥 し て 揮 発 性 低 分 子 量 第 ３ ア ミ ン を 除 去 し 、 回 収 さ れ る 洗 浄 流 体 を 蒸 留 を 用 い て 分 離
す る 請 求 項 ９ の 方 法 。
　 　 【 請 求 項 １ ５ 】 揮 発 性 溶 剤 が 低 分 子 量 ア ミ ン で あ る 請 求 項 １ ４ の 方 法 。
　 　 【 請 求 項 １ ６ 】 揮 発 性 溶 剤 が 低 沸 点 酸 の カ ル シ ウ ム 塩 の 濃 厚 溶 液 を 作 る た め の ア ミ ン
脱 水 工 程 に お い て 使 用 さ れ る 同 じ 低 分 子 量 第 ３ ア ミ ン で あ る 請 求 項 １ ４ の 方 法 。
　 　 【 請 求 項 １ ７ 】 低 沸 点 酸 の カ ル シ ウ ム 塩 の 濃 厚 溶 液 か ら 低 沸 点 酸 を 回 収 す る 方 法 で あ
っ て ：
　 低 沸 点 酸 の カ ル シ ウ ム 塩 の 濃 厚 溶 液 を ア ン モ ニ ア 及 び 二 酸 化 炭 素 と 接 触 さ せ 、
　 炭 酸 カ ル シ ウ ム 沈 殿 及 び ア ン モ ニ ア ／ 酸 錯 体 含 有 液 体 溶 液 を 作 り 、
　 ア ン モ ニ ア ／ 酸 錯 体 中 の ア ン モ ニ ア を 交 換 反 応 に よ り 高 分 子 量 第 ３ ア ミ ン で 置 き 換 え 、
　 ア ン モ ニ ア を 高 分 子 量 第 ３ ア ミ ン か ら 分 離 し 、 そ し て
　 そ の 高 分 子 量 第 ３ ア ミ ン ／ 酸 錯 体 を 熱 的 に 分 解 し 、 非 揮 発 性 高 分 子 量 第 ３ ア ミ ン を 揮 発
性 低 沸 点 酸 か ら 分 離 さ せ る 、
こ と 上 記 方 法 。
　 　 【 請 求 項 １ ８ 】 高 分 子 量 第 ３ ア ミ ン ／ 酸 錯 体 を 反 応 性 蒸 発 カ ラ ム 中 で 熱 的 に 破 壊 す る
請 求 項 １ ７ の 方 法 。
　 　 【 請 求 項 １ ９ 】 多 段 階 気 化 も し く は 蒸 留 ま た は 両 方 を 用 い て 水 を 除 去 し て か ら 、 高 分
子 量 第 ３ ア ミ ン ／ 酸 錯 体 を 熱 的 に 破 壊 す る 請 求 項 １ ７ の 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ２ ０ 】 塩 沈 殿 を 高 分 子 量 第 ３ ア ミ ン か ら 分 離 し 、 揮 発 性 溶 剤 で 洗 浄 し 、 そ し
て 乾 燥 し て 揮 発 性 溶 剤 を 除 去 し 、 回 収 さ れ る 洗 浄 流 体 を 蒸 留 を 用 い て 分 離 す る 請 求 項 １ ７
の 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ２ １ 】 揮 発 性 溶 剤 が 低 分 子 量 ア ミ ン で あ る 請 求 項 ２ ０ の 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ２ ２ 】 同 じ 低 分 子 量 第 ３ ア ミ ン が 低 沸 点 酸 の カ ル シ ウ ム 塩 の 濃 厚 溶 液 を 作 る
た め の ア ミ ン 脱 水 工 程 に お い て も 使 用 さ れ る 請 求 項 ２ １ の 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ２ ３ 】 洗 浄 さ れ た 炭 酸 カ ル シ ウ ム 沈 殿 を さ ら に 乾 燥 し て 残 留 揮 発 性 ア ン モ ニ
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ア を 除 去 す る 請 求 項 １ ７ の 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ２ ４ 】 高 沸 点 酸 の カ ル シ ウ ム 塩 の 濃 厚 溶 液 か ら 高 沸 点 酸 を 回 収 す る 方 法 で あ
っ て ：
　 高 沸 点 酸 の カ ル シ ウ ム 塩 の 濃 厚 溶 液 を 低 分 子 量 第 ３ ア ミ ン 及 び 二 酸 化 炭 素 と 接 触 さ せ 、
　 炭 酸 カ ル シ ウ ム 沈 殿 及 び 低 分 子 量 第 ３ ア ミ ン ／ 酸 錯 体 含 有 液 体 溶 液 を 作 り 、
　 炭 酸 カ ル シ ウ ム 沈 殿 を 水 で 洗 浄 し て 残 留 高 分 子 量 第 ３ ア ミ ン を 除 去 し 、 そ し て
　 そ の 低 分 子 量 第 ３ ア ミ ン ／ 酸 錯 体 を 熱 的 に 分 解 し 、 揮 発 性 低 分 子 量 第 ３ ア ミ ン を 液 体 低
沸 点 酸 か ら 分 離 さ せ る 、
こ と 上 記 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ２ ５ 】 低 分 子 量 第 ３ ア ミ ン が 高 沸 点 酸 の カ ル シ ウ ム 塩 の 濃 厚 溶 液 を 作 る た め
の ア ミ ン 脱 水 工 程 に お い て も 使 用 さ れ る 請 求 項 ２ ４ の 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ２ ６ 】 低 分 子 量 第 ３ ア ミ ン ／ 酸 錯 体 を 反 応 性 蒸 発 カ ラ ム 中 で 熱 的 に 破 壊 す る
請 求 項 ２ ４ の 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ２ ７ 】 多 段 階 気 化 及 び ／ ま た は 蒸 留 を 用 い て 水 を 除 去 し て か ら 、 低 分 子 量 第
３ ア ミ ン ／ 酸 錯 体 を 熱 的 に 破 壊 す る 請 求 項 ２ ４ の 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ２ ８ 】 金 属 カ チ オ ン の た め に ア ニ オ ン を 与 え る の に 十 分 に 強 い 酸 を 用 い て 他
段 階 気 化 に よ っ て 高 沸 点 酸 か ら 塩 を 除 去 す る 請 求 項 ２ ４ の 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ２ ９ 】 洗 浄 さ れ た 炭 酸 カ ル シ ウ ム 沈 殿 を 乾 燥 し て 残 留 揮 発 性 低 分 子 量 第 ３ ア
ミ ン を 除 去 す る 請 求 項 ２ ４ の 方 法 。
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